
令和２（２０２０）.4.２０5 4
環境家計簿とは▷電気・ガスなどのエネルギー使用量を入力すると、ＣＯ ２排出量が表
示されるよ。月々の排出量を確認して、環境に優しい暮らしを始めよう。簡単に入力で
きるアプリ版を使ってみてね。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

（各種健康診断、予防接種、
ごみ収集、資源の循環などに）

衛生費（8.3％）
57億4,669万4千円

（火災や台風などの災害対応に）

消防費（3.0％）
20億5,945万1千円

その他（1.2％）
9億3,165万8千円

（市庁舎の管理、文化振興、コミュニティ、防災体制の強化などに）
総務費（13.7％）94億6,495万円

（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）

教育費（10.5％）
72億3,731万8千円

（市の借入金の返済に）

公債費（4.9％）
33億5,198万3千円

（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）

土木費（6.9％）
47億4,424万7千円

民生費（51.5％）
355億

4,969万9千円

扶助費
（33.8％）
233億

4,420万9千円

（子どもや高齢者、身体の
不自由な方などの福祉、
生活保護などに）

各種譲与税・交付金
（8.8％）

61億1,169万7千円

繰越金（1.4％）10億円
その他（3.4％）

23億2,157万1千円

国庫支出金（18.6％）
128億3,294万1千円

都支出金（14.7％）
101億6,921万6千円

物件費（15.8％）
109億2,055万円

人件費（15.1％）
104億6,559万5千円

補助費等（12.6％）
86億9,396万2千円

繰出金（9.5％）
65億5,400万円

投資的経費（6.2％）
42億5,366万3千円

公債費（4.9％）
33億5,198万3千円
その他（2.1％）
15億203万8千円

繰入金（3.7％）
25億6,897万5千円

市債（4.9％）
33億6,960万円

市税（44.5％）
307億
1,200万円

一
般
会
計
は 

過
去
最
大
規
模

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
６
百
９０
億

８
千
６
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

４
・
１
％
増
え
る
、
過
去
最
大
規
模
で
編

成
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
私
の
４
期
目
の
任

期
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
第
三

次
長
期
総
合
計
画
の
１５
年
間
の
最
終
年

度
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
次
の

長
期
総
合
計
画
へ
と
引
き
継
い
で
い
く

年
度
で
す
。
西
暦
で
は
２
０
２
０
年
代

の
始
ま
り
で
も
あ
り
、
ひ
と
つ
の
節
目

と
言
え
る
こ
の
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
「
前
へ
、
前
へ
」
の
精
神
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
平
市
で
は
、
人
口
は
微
増
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
策
定
を
進
め
て

い
る
次
期
長
期
総
合
計
画
の
期
間
に

は
、
い
よ
い
よ
減
少
局
面
へ
と
入
っ
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
昨
年
は
、
関

東
圏
で
も
大
き
な
台
風
被
害
が
相
次

ぎ
、
地
震
以
外
の
災
害
へ
の
備
え
な

ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
も

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を

恐
れ
る
こ
と
な
く
、
参
加
と
協
働
を
市

政
の
根
幹
に
据
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
や
、
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
来
る
べ
き
新
た
な
時
代
を
見
据
え
な

が
ら
、
今
後
の
小
平
の
ま
ち
の
姿
を
形

づ
く
る
取
組
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く

１
年
と
し
て
、
各
事
業
を
着
実
に
推
進

し
、
次
の
長
期
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト

へ
と
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
地
域
の

多
様
な
主
体
と
、
未
来
へ
の
希
望
を
し

っ
か
り
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
行
政

シ
ス
テ
ム
の
変
革
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
小
平
市
が
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
と

な
る
た
め
の
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
時
代
の
転
換
期
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
と
と
も
に
、
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
や
、
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
今
後
の
小

平
の
ま
ち
の
姿
を
形
づ
く
る
取
組
の
具
体
化
を
図
る
編
成
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
予
算
書
は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
一
般
会
計
予
算
書
は
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
財
政
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
０
４

　
ま
た
、
一
般
会
計
に
３
つ
の
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
予
算
額
は
、
１
千
４７
億
１
千

７
百
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
し
て
、３・

６
％
増
え
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は 

市
税
収
入
が
前
年
度
と 

比
べ
２
・
９
％
減

　
歳
入
（
収
入
）
の
根
幹
と
な
る
市
税
収

入
は
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
が
増

え
ま
し
た
が
、
市
民
税
が
大
幅
に
減
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
９
億
１
千
８
百
万

円
、
２
・
９
％
減
り
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
、
都
支
出
金
は
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ

前
年
度
と
比
較
し
て
、
９
億
６
千
６
百
５０

万
１
千
円
、
８
・
１
％
、
９
億
５
千
４
百

１４
万
７
千
円
、
１０
・
４
％
増
え
ま
す
。

　
各
種
譲
与
税
・
交
付
金
は
、
配
当
割
交

付
金
や
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
な
ど

が
減
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
し

く
創
設
さ
れ
る
法
人
事
業
税
交
付
金
が
増

え
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
８
億

８
千
２
百
９１
万
５
千
円
、
１６
・
９
％
増
え

ま
す
。

　
市
債
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
５
億

６
千
７
百
９０
万
円
、２０・３
％
増
え
ま
す
。

財
源
不
足
を
補
う
た
め 

基
金
を
繰
り
入
れ 

市
債
を
発
行

　
基
金
は
家
計
に
例
え
る
と
預
貯
金
に
あ

た
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
が
足
り
な
い
時
に
取
り
崩
し
、
年

度
間
の
財
源
を
調
整
し
て
い
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
、
令
和
元
年
度
末
残
高
見

込
額
か
ら
１０
億
４
千
９
百
９６
万
６
千
円
減

り
、
１８
億
５
千
１
百
４４
万
４
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
市
債
は
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る

事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、
家

計
に
例
え
る
と
住
宅
ロ
ー
ン
や
自
動
車
ロ

ー
ン
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
公
共
施

設
な
ど
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
と
な
る
多

額
の
資
金
を
借
り
て
、
長
期
に
わ
た
っ

て
、
分
割
し
て
返
済
す
る
こ
と
で
将
来
利

用
す
る
市
民
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高
は
、
令
和
元

年
度
末
市
債
現
在
高
見
込
額
よ
り
も
１
億

２
千
８
百
６
万
５
千
円
増
え
、
２
百
５７
億

９
千
４
百
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
出
で
は 

民
生
費
が
１９
年
連
続
増

　
歳
出
（
支
出
）
で
は
、
民
生
費
が
、
民

間
保
育
園
運
営
費
や
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
な
ど
が
増
え
て
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
７
億
９
百
３
万
３
千
円
、
２
・
０
％

増
え
ま
す
。

　
民
生
費
は
１９
年
連
続
し
て
増
加
し
、
歳

出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
５１
・
５
％
に
な

り
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
認
定
子
ど
も
園
な
ど
へ
の

施
設
型
給
付
費
や
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
再

構
築
な
ど
が
増
え
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
６
億
５
千
４
百
８６
万
８
千
円
、
７
・

４
％
増
え
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
花
小
金
井
南
中
学
校
地
域

開
放
型
体
育
館
新
築
工
事
費
な
ど
が
増

え
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
８
億
７
千
６１

万
５
千
円
、
１３
・
７
％
増
え
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
地

域
還
元
エ
リ
ア
整
備
事
業
な
ど
が
増
え
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
１
億
６
千
４
百
１４

万
２
千
円
、
２
・
９
％
増
え
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
前
年
度 

と
比
べ
３９
・
４
％
増

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
と
し
て
児
童
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど

を
支
援
す
る
経
費
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
４
億
５
百
４３
万
１
千
円
、
１
・
８
％

増
え
ま
す
。

　
物
件
費
は
、
施
設
の
光
熱
水
費
や
物
品

の
購
入
、
事
業
の
委
託
な
ど
の
経
費
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
３
億
９
千
７
百
４４

万
２
千
円
、
３
・
５
％
減
り
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
職
員
給
与
や
市
長
、
市
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費
で
す
。
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
で
、
臨
時
職

員
の
賃
金
が
物
件
費
か
ら
人
件
費
に
移
行

し
た
た
め
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、　
８

億
８
千
９
百
８３
万
５
千
円
、
９
・
３
％
増

え
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
と
は
、
道
路
や
公
共
施
設

整
備
な
ど
の
た
め
の
経
費
で
、
１２
億
３
百

２４
万
８
千
円
、
３９
・
４
％
増
え
ま
す
。

令
和
２
年
度

小
平
市
の

予
算

躍
動
を
か
た
ち
に

進
化
す
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
ま
す

小
平
市
長
　
小
林
正
則

歳出を経済的性質によって分類することで、
市の財政状況を知ることができます。　　　

一般会計 歳出 （性質別内訳） 一般会計 歳出 （目的別内訳）
6９0億8,600万円 6９0億8,600万円

一般会計 歳入

当初予算額 前年度比
一般会計 6９0億8,600万円 27億４,000万円（４.1％）

国民健康保険事業特別会計 16９億９,600万円 1億3,000万円（0.8％）
後期高齢者医療特別会計 ４４億7,000万円 1億2,100万円（2.8％）
介護保険事業特別会計 1４1億6,500万円 6億2,000万円（４.6％）

合計 1,0４7億1,700万円 36億1,100万円（3.6％）

下水道事業会計 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
当初予算額 ４3億5,116万1千円 3９億４,553万４千円 10億９,7４４万1千円 17億９,730万8千円

前年度比 165万2千円
（0.0％）

△2,857万8千円
（△0.7％）

△1億225万1千円
（△8.5％）

△3億1,９53万９千円
（△15.1％）

令和２年度 主な事業
安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして　―地域・安全・生活・文化―
参加・協働の推進	 ３０６万円
　いきいき協働事業の実施など
男女共同参画推進計画の策定	 ３５５万円
防犯対策の充実	 ２３９万円
　防犯カメラを整備する団体への支援、自動通話録音機の貸与
庁舎非常用電源設備の強化	 １,１８０万円
被災者用備蓄の整備	 ３,００１万円
　地域防災計画に基づく、食料など被災者用備蓄品を整備
防災行政無線（固定系）のデジタル化改修	 １ 億３,７８９万円

地域防災計画の修正	 ３８７万円
沿道建築物の耐震化等の促進	 ６,４７７万円
　ブロック塀撤去・改良補助、特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震改修補助
消防団の機能強化	 １４１万円
　火災予防広報や応急救護の普及指導などに従事する団員の採用
ルネこだいらの設備改修	 ５,１４９万円
鈴木遺跡国指定史跡化等の推進	 ６５９万円
　市民向け遺跡概要パンフレット作成、周知・啓発など

健全で、進化するまちをめざして　―地方自治・行財政―
（仮称）第四次長期総合計画の策定	 ３８７万円
市政世論調査の実施	 ２７１万円
ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲの導入による課税事務の効率化	 ３１９万円
住民情報システムの再構築	 １ 億１,７３９万円
　自治体クラウド化
建築基準行政の実施に向けた準備	 １,９１７万円
　建築基準行政事務の移管に向けた管理システムの構築など
小川駅西口地区市街地再開発事業公共床等の整備（公共施設マネジメントの推進）
	 ８,４６２万円
中央公民館、健康福祉事務センター、福祉会館の複合化（公共施設マネジメントの推進）
	 ９,３９７万円
十一小の更新等事業（公共施設マネジメントの推進）	 ６０９万円
　基本計画の策定

小川駅西口地区市街地再開発事業の推進	 ４ 億１,０３７万円
　ペデストリアンデッキの基本設計など
小平駅北口地区市街地再開発事業の推進	 ４０万円
　再開発準備組合への補助
鷹の台駅前広場用地の整備	 ５,６５５万円
　詳細設計など
市道の無電柱化事業	 １,１１９万円
都市計画道路整備・鉄道立体化の推進	 １ 億９,３５１万円
　第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業など
道路整備事業の充実	 ４ 億５,５２５万円
　道路新設改良、道路維持、私道整備に対する助成

住みやすく、希望のあるまちをめざして　―都市基盤・交通・産業―
駅前自転車駐車場整備	 ２,２１８万円
　小川駅西口地区市街地再開発事業による駅前広場の整備にあわせた検討
農地の創出支援事業	 １７７万円
　農業者などが所有する宅地や雑種地の農地化などを支援
都市農業活性化支援事業	 ４,６９５万円
　小平市果樹組合に対するナシ根域制限栽培システムなどの導入経費補助
農業体験ファーム（体験農園）整備事業	 １００万円
農商連携地産地消・商業活性化推進プロジェクト	 ２４０万円
　小平産の農産物の収穫体験や農産物直売所などを巡るスタンプラリーの実施
子育て中の女性の就労促進事業	 ３３２万円
観光まちづくりの推進	 ３,１９０万円
　こだいら観光まちづくり協会への支援

市内公共交通の充実
南西部地域におけるコミュニティタクシーの実証実験運行経費補助など
5,187万円

健康で、はつらつとしたまちをめざして　―次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習―
学童クラブの新設	 ３ 億１,１４７万円
　八小学童クラブ第二・第三、十二小学童クラブ第二・第三（令和 ３年度開設予定）
民設民営学童クラブに対する補助金制度の創設	 ２,４１４万円
子ども広場事業の充実	 １,９５０万円
　開設日の拡充など
認可保育園（私立保育園）の新設	 １ 億２,３９５万円
認可保育園等の使用済みおむつの処理費補助	 ５２３万円
小平市認定家庭福祉員（都制度）の家庭的保育事業（国制度）への移行	 １,３４９万円
子育て世代包括支援センターの開設	 ２,１３８万円
　健康センターに開設
予防接種スケジュール管理等モバイルサービスの開始	 ８６万円
ロタウイルスワクチン予防接種	 ２,７２３万円
子育て応援サイト管理運営支援	 １０８万円
ひとり親家庭・生活困窮者学習支援事業におけるＩＣＴ活用	 １１９万円
自立相談支援機関におけるひきこもり相談・支援の実施	 ２００万円
　社会福祉協議会「こだいら生活相談支援センター」の相談体制拡充
受動喫煙防止リーフレット（駅前公衆喫煙所マップ付）の作成	 ５０万円
こだいら健康ポイント事業	 ５０２万円
地域包括ケア推進計画の策定	 ３５４万円
地域における介護予防や支え合い等への支援の充実	 ８４万円
高齢者の見守り体制の充実（ふるさと納税返礼品の追加）	 １７万円
地域密着型介護サービスの整備支援事業	 ６７１万円
　看護小規模多機能型居宅介護事業所の開設準備補助

障がい者福祉計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定	 ４８３万円
心身障害者（児）日常生活用具給付事業の拡充	 １４万円
　音声血圧計の追加
障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援	 １ 億２,６７２万円
児童発達支援センターの整備	 ７７０万円
　たいよう福祉センターの改修などの設計
学校施設の整備	 ３ 億２,６９８万円
　十二小増築、八小・十小大規模改造工事など
花小金井南中学校地域開放型体育館の建設	 １１億１,８６４万円
　建設工事、備品などの整備
小学校給食調理業務の委託化	 ６,１０６万円
　十四小の給食調理業務の委託、十三小の強化磁器食器などの整備
学校給食センターの更新	 ８,３１６万円
　令和 ３年度開始予定の代替給食の提供に向けた準備など
特別支援教育総合推進計画（第二期）前期計画の策定	 ３７７万円
特別支援教育の充実	 ９２０万円
　特別支援教室の導入に向けた教材・備品などの整備（一中・三中・六中・花南中）
教育のＩＣＴ化の推進	 ２,６２８万円
　小学校ＰＣ教室へのタブレットの追加配備など
学校における働き方改革	 ２,３２２万円
　副校長の業務補助を行う職員、部活動指導員の配置拡充など
コミュニティ・スクールの充実	 ２３３万円
小川西グラウンドの人工芝化	 ３８９万円

リサイクルセンター地域還元エリアの整備	 ７,２８３万円
　旧施設解体跡地への憩いの場の整備など

地下水活用による流水再生に向けた用水路の整備
　護岸整備、土砂の浚渫など
2,000万円

市民の力による身近な緑を育む取組	 １１４万円
　公園アダプト制度の推進など
特別緑地保全地区用地の取得	 １ 億９,４６０万円
鎌倉公園、鷹の台公園、武蔵公園の整備	 ５,０３４万円
　事業認可図書作成、アンケート調査、設計など
みどりの基本計画の策定	 ４００万円
公共下水道長寿命化対策の推進	 ５ 億５,８０８万円
　下水道施設調査（上水南処理分区）、長寿命化改築・修繕工事（鈴木処理分区）など
公共下水道雨水整備の推進	 ４ 億２,９７７万円
下水道プランの策定	 ５００万円
環境基本計画の策定	 ７３１万円
ＥＳＣＯ（エスコ）事業を活用した照明ＬＥＤ化など	 債務負担行為設定
　小・中学校２６校（建替予定の十一小除く）の照明ＬＥＤ化など
省エネルギー・創エネルギーの推進	 １,０３７万円
　太陽光発電設備・燃料電池の設置補助
電気自動車導入の拡充	 ２,２８９万円
食物資源資源化推進事業の拡充	 １,４８８万円
　家庭から出る生ごみの堆肥化

快適で、ほんわかとするまちをめざして　―緑・水・環境―


